
肺
二
十爪
i

l

熟

河

.

雑

観

第

五

批

(
其
の
三
)

宗

二

m

川

1
四
p
札
薩

発

覚
唐
人
の
部
落
で
は

｢
S
.】
と
鞘
す
る
匿
割
を
以
て

其
の
自
治
の
基
礎
と
す
る
｡

一
旗
の
長
と
し
て
､
其
の

チ
ヤ
ス
カ

領
内
の
人
民
を
統
治
す
る
王
公
の
職
を
礼
儀
基
と
呼
ぶ

オ
ン
ニウ
ー

猪
当
は
世
襲
で
あ
る
｡
筆
者
が
本
年
五
月
二
息

翠

特

王
府
を
訪
れ
7
と

き
､
糸
車
符
節
の
旗
長
､
即
ち
札
薩
晃

か
ら
慮
憩
に
池

へ
ら
机
､
｢帽
烏
建
盟
等

仲
村
範
札
駐
克
親
ま

鵬
課
長
楊
修
縄
｣
と
遥

々
と
記
し
た
名
刺
を
渡

さ
れ
た

肩
音
の
意
味
は
栗
古
の
政
治
組
織
を
知
ら
ぬ
と

き
は
･

1
寸
分
-
兼
ね
る
｡

熱
何
者
は
所
謂
内
果
古
の

一
部
で
あ
っ
て
､
盟
と
呼

ナ
ヨソ
ト

チ
十
オ
ウ
タ

ぶ
置
劃
が
二
つ
あ
る
｡
虎

索

園

児
･

昭

島

連

盟
即
ち
走

で
あ
る
｡
其
の
下
に
燕
が
あ
わ
.
敗
旗
の
集
り
を
部
と

い
ふ
FJ
と
も
あ
る
｡
真
東
固
盟
に
は
五
旗
(
嶋

刷

泌
木

調
､

上

清

嚢

次

郎

ト
∴
ト

同
左
讐

同
小
.
･蒜

特
殻
讐

同
左
讐

昭
島
連
盟
に
は
十

一

ァォ
ハ
又
ナ
イ
Tヌ
ハ
ヲ
ハ

ヂ
ヤ
P
･1

ア
ル
コ

疏

(数
珠

､

蓉

雪

暗

闘

噂

滋

讐
札

徽
特

有

巽
､
同
未
墾
阿

併

科

ル

ナ
ヌ

パ
リ
ヌ

ク
シ
ク
タ
ン

爾

泌

､

鈴

牛

称

和
親
､
同
末
光
､
巴

林

水

撃

同
大
讐

克

什

克
騰

)

が
あ
る
｡
盟
は
有
事
の
際
は
判
事
を
同
じ
-
す
る
旗
の

聯
倉
に
基

因す
る
ら
し
-
ー
有
力
な
る
族
長
(札
酷
空

は

盟
長
を
も
兼
ね
た
時
代
も
あ
る
が
､
今
は
児
は
只
名
の

み
磯
る
に
過
ぎ
ぬ
｡
親
王
は
情
朝
時
代
は
柴
帝
人
懐
柔

の
た
め
に
胸
は
れ
る
符
節
で
あ
る
○

乙
の
蒙
古
の
旗
行
政
は
前
精
解
正
の
頃
か
ら
布
か
れ

た
る
堀
行
政
と
'
撰
歌
が
槍
加
L
t
蒙
古
族
は
外
蒙
に

去
る
も
の
多
-
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
は
殆
ど
晋
の

残
骸
を
止
め
る
程
度
と
在
っ
て
居
る
｡

一
五
p

毅
単
称
王
府



荒
涼
た
る
日
間
に
､
稔
の
老
木
の
花
れ
る
庭
園
h
l以

て
圃
緯
r
Jれ
､
珍
し
-
も
瓦
井
の
象
非
な
る
多
-
の

祉

薬
物
が
あ
っ
Y
.
流
和
に
砦
巾
王
の
珊
味
を
親
は
せ
る

も
の
は
王
府
で
あ
る
(
節

〓

聞
)
｡
督
偏
の
騎
兵

一
純

第 十 一 岡

倉牛 特 王 JI.f鹿 Le･ (正殿)

中
隊
と
非
に
隊
伍
を
軟

へ
て
王
船
に
入
れ
ば
'
札
蒔
光

楊
氏
杖

t.
族
と
北
に
門
前
に
出
迎

へ
で
-
jし
た
｡
そ
れ

は
隷
想
に
反
し
て
傑
し

い
人
で
あ
っ
た
(
節

1
二
樹
)
0

軸
輔
か
ら
色
々
の
託
を
聞
-
.
例

へ
ば
支
都
政
肘
か

ら
土
地
の
開
放
を
要
求
さ
iL
て
､
止
む
な
-
開
放
す
れ

ば
牧
畜
地
域
は
救
年
に
し
て
出
井
地
と
化
す
る
｡
そ
の

節

十

二

周

籍
牛

特
右

巽
横
溢
札

薩
先
軸
モ
と

一
行

(
前
よ
り
節
二
列
'
向

つ
て
宥
)

熟

河
井

叔

(
i
.
の
三
)

勇
三

四

五



地

球

第
二
十
怨

地
租
は
王
府
の
土
地
局
に
納
入
す
る
約
兼
で
あ
る
ほ
も

拘
は
ら
ず
､
約
戒
を
履
行
す
る
も
の
は
少
数
で
あ
る
と

い
ふ
始
末
で
財
政
上
の
魔
迫
を
戚
ず
る
こ
と
が
抄
-
夜

い
と

い
ふ
や
う
な
FJ
と
も
を
の

一
つ
で
あ
る
｡

札
薩
克
楊
氏
に
は
本
年
十
二
歳
の
飽
晴
嵐
と

い
ふ
可

憐
な
子
供
が
あ
る
｡
家
庭
内
で
蒙
官
教
育
と
漢
撃
教
育

と
を
受
け
'
支
那
語
と
蒙
寓
語
と
を
多
少
知
っ
て
居
た

(
第
十
二
固
中
央
の
子
供
)｡
父
楊
氏
の
名
刺
の
基
に
蒙

古
文
学
で
名
を
藩

い

て-
れ
ね
の
も
愛
婿
で
あ
っ
た
｡

〓

ハ
p

可
憐
を
る
羊
の
群

熱
河
の
粗
放
を
る
農
業
が
行
は
れ
る
に
至
っ
て
､
開

墾
が
進
む
ほ
至
っ
た
が
'
天
蓋
あ
る
農
業
地
で
な

い
外

に
種
々
の
事
情
が
あ
っ
て
､
農
民
は
相
常
は
波
辞
し
て

居
る
｡
そ
れ
に
も
増
し
て
可
憐
を
る
は
羊
の
群
で
あ
る

第
十
三
園
の
様
な
滑
ら
か
在
曲
線
を
見
せ
た
る
山
野

に
暖

い
春
の
日
を
浴
び
て

群
る
羊
の
群
は
ミ
レ
ー
の

絢
に
見
る
如
-
平
和
の
表
徴
の
静
で
あ
る
｡
し
か
る
に

彼
等
の
狩
人
と
す
る
牧
草
は
容
易
に
得
ら
れ
な

い
｡
食

第
五
錐

票

四

四
六

物
を
探
し
て
山
野
を
故
渉
す
る
彼
等
は
不
知
の
問
に
数

里
を
歩
み
､
絵
は
峯
腹
を
癒
す
ほ
足
る
だ
け
の
餌
食
を

得
ず
､
家
路
に
急
が
ん
と
す
る
と
き
は
班
は
日
は
西
山

は
捜
し
て
居
る
｡
か

J
る
口
を
.
今
日
も
明
日
も
と
'

反
復
す
る
甲
は
仇
と
疲
弊
に
ょ
つ
て
.
超
に
獲
れ
る
も

の
は
其
の
数
多
L
と
聞

い
た
｡

々
イ
ヤ
ン
ビ

史
は
'
近
凍
流
行
し
始
め
る
ほ
至
れ
る

胎

辛

皮

を
得

ん
と
す
る
風
習
の
た
め
は
多
数
の
姑
羊
が
屠
ら
れ
行
き

っ
ゝ
あ
る
こ
と
は
'
可
憐
の
極
で
あ
る
｡
胎
辛
皮
と
は

自
然
分
娩
を
待
た
ず
し
て
､
分
娩
期
日
約

1
ケ
月
前
は

母
羊
を
屠
少
､
胎
鬼
の
度
数
剥
ぎ
た
る
も
の
を
い
ふ
､

一
行
中
の
浦
戯
技
師
高
踏
三
守
氏
の
調
査
は
よ
れ
ば
､

胎
鬼
の
皮
は
分
娩
に
よ
る
仔
羊
皮
と
は
金
-
輿
み
'
短

毛
密
生
し
.
光
輝
と
模
様
と
は
富
み
手
細
身
恰
も
ビ
ロ

ー
ド
の
如
-
で
あ
る
と

い
ふ
｡
虚
輿
の
補
足
に
忙
ほ
し

い
欧
米
婦
人
の
外
套
用
は
輸
出
す
る
の
好
と
聞
-
｡
従

っ
て
仔
辛
皮
に
四
倍
乃
至
七
倍
の
債
格
を
以
て
東
男
せ

ら
る
｡
仔
辛
皮
は

い
枚

〓
雲
脚
)

内
外
で
あ
る
｡

胎
辛
皮
取
引
は
民
間
十
五
年
よ

-
飴
つ
LJ
も
の
で
ー



第 十 三 隅

羊 の 放 牧 (蘇峰妊年)

赤
峰
暮こ
集
ま
る
姓
羊
年
々
五
千
に
蓮
す
と

い
ふ
｡
こ
れ

等
は
陰
席
十

一
月
頃
屠
ら
る
J
も
の
で
あ
る
｡
rJ
の
轄

一

条
は
羊
の
養
殖
を
減
じ
近
木
赤
峰
市
場
の
羊
皮
の
線
敦

の
減
少
を
軸
木
す
る
に
至
4
'
赤
峰
の
羊
皮
取
引
A
JL

集

村

簾最(井
の

三

)

て
木
坂
の
一
大
原
因
と
な
す
に
重
り
で
居
る
と

い
A
O

動
物
愛
誰
の
井
か
ら
見
る
も
'
畜
産
女
帝
的
義
の
鮎
か

ら
見
る
も
胎
羊
皮
の
取
引
は
止
め
た
い
も
の
で
あ

る
｡

一
七
､

育

崖
の
赤
蜂

鳥

丹
或
･凌
源
及
び
赤
峰
は
熟
河
著
名
の
畜
産
市
場

で

あ
る
.
こ
と
に
赤
峰
は
天
津
･青
口
･奉
天
の
大
市
場

と

直
接
取
引
を
な
す
AJ以
て
熟
河
第
1
位
に
あ
る
｡
畜

産
中
で
羊
皮
は
成
背
Iこ
よ
っ
て
天
津
へ
向
け
'
河

珂
鴨

に
出
し
'
牛
･馬
鹿
及
羊
皮
は
牧
子
-こ
よ
っ
て
鶴
州
へ

H
L

t
督
口
･
奉
天
方
面
へ
向
け
ら
る
.

羊
毛
は
寺
宅

は
陸
岸
五
月
､
軟
毛
は
九
月
'
難
度
中

馬
皮
は
十

一
月
1
-
十
二
月

'
牛
皮
_
777月
四
月
'
毛

皮
類
中
繍
辛
皮

･
山
羊
皮
は
十
月
乃
至
十
二
月
､
鷺
十

月
よ
さ
十
二
月
､
生
者
は
七
八
月
頃
取
引
さ
れ
る
も

の

で
あ
る
0

赤
峰
に
於
て
大
同
元
年
取
引
さ
れ
た
る
毛
皮
及
度
無

線
額
は
六
十
六
蔦

二
千
国
有
碑
.(*
和
宮
に
貴
書
轟
凄
覆
t
t
)

で
あ
っ
て
'
金
盛
期
烏
JE
十
三
年
Q
.二
葺

叶

(
中
辛

乗
d

h
七



地

球

i小
二
卜
iit

及
半
巧
打
<
十
常
州
)
に
比
し
三

二
分
の

.T
に
減
少
す
｡

f
LhJ=
は
半

一
滞
空
;
幻
'
猪
二
千
溺
'
牛
一̀
千
頭
'
揖

五
:～;
瑚
'
牒
六
:LTT
溺
'
櫨
七
:日
加
で
あ
っ
て
'
妊
水
油

速
に
銭
近
問
迫
と
北
ハに
鳥
舛
城
よ
-
L爪
に
池
蛍
に
ー-j
ふ

に
卓
jt
る
rJ
と
も
亦
峰
前

場
の
豪

ふ
る

一
ー勾
と

な
っ

た
○亦
峰
の
都
度
基
散
は
近
来
柿
.<
振
を
見
る
tこ
充
it
-

と
錐
も
､
袋
宙
貿
易
ポ
場
と
し
て
は
溝
洲
岡
第

一
作
に

ウ
ズ
ム
チ
T(

あ
っ
て
､
そ
の
ル
場
に
じ
る
範
糊
は
鳥
珠
櫓
泌

･
札
<=

ア
も
1
ん
チ
ヌ

特
･
阿

爾

科

肘

泌

･

林
火
･林
.内
･粍
棚
･
比
林
･鳥
升
城
等

共
の
fi
城
旗
汎
で
あ
る
｡
こ
れ
等
の
地
方
よ
り
張
散
す

る
〃
法
は
現
在
林
:g
:
･
紹
棚
等
ほ
収
纏
を
布
す
る
出
聡

千

(･･X
異
打
砕
商
)
に
ょ
-
t
X
は
赤
峰

七
度
肺
の
奥
地
派

嬰

山
に
ょ
ヶ

て
赤
峰
に
基
せ
･cl､
天
柁
･紫
E
･春
犬
方

向
に
搬
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

一
八
ー
駄
千
と
堂
包
見

A_ノへ
駄
手
と
は
交
油
述
輪
ーこ
碓
井
す
る
搬
･施
･琳
廉
等
の

肺
>
.
い
い
､
亦
峰
よ
-
湖
陽
剰
州
〃
桝
堕
や
.る
も
の
は

G7:+<
故

実
;:

門
人

多
-
櫛

･
髄
が
用
い
ら
れ
､
人
津
北
咋
〃
面

へ
は
齢
範

が
川
ひ
ら
れ
る
｡

JJ
糾
七
八
十
頭
よ
l
C
M
瓦
.十
i.S
の

魅
又
は
騒
が
泊
骨
二
真
.<
十
斤
乃
雪

-1I竹
〃
化
宛
の
杭

荷
を
し
ノL
t

..
ヶ
月
二
回
経
線
を
な
す
の
で
あ
る

(節

第 ｢ 四 I.';.1

イf- 茨 を 53II_ ぶ 駄 ィ-

し曲､誠.咋附近)



十
四
園
)o

ジ
ヤ
ン
ポ
ル

rJ
の
歌
子
を
指
揮
す
る
朔
日
を
｢
掌

包

見

L

と

い
っ

て現
在
七
人
あ
る
と

い
ふ
｡
朝
は
遅
-
出
て
､

晩
は
早

く
宿
合
に
着
き
､
運
賃
の
紙
剤
か
を
は
ね
て
'
呑
気
を

悲
-
言

へ
ば

ズ
ボ
ラ
を
生
活
を
し
て
居
る

｡
こ
れ
が
熱

河
唯

一
の
運
輸
塘
踊
で
あ
る
と
は
物
足
ら
覆

い
｡

一
九
､

縦

列

運

輸

熱
河
討
伐
が
始
ま
っ
て
最
も
困
難
を
感
じ
光
る

1
つ

は
道
路
に
車
馬
を
容
易
に
通
じ
得
る
も
の
夜
-
､
兵
端

輸
送
の
敏
活
を
散
-
こ
と
で
あ
っ
た
｡
軍
部
で
は
今
回

の
討
伐
に
於
け
る
試
み
と
し
て
大
縦
列
運
送
と
呼
ん
で

荷
馬
車

1
常
塞
(奉
天
よ
り
六
千
警

近
似
及
び
新
京
よ
り
四
千
撃

を
熱
河
に
入
れ
p
之
を
朝
陽
よ
タ
赤
峰
攻
で
と
.
朝
陽

よ
タ
承
徳
ま
で
と
に
配
置
し
て
.
毎
朝
荷
物
h
t満
載
し

て
朝
五
時
草
教
､
八
旦
乃
至
十
二
里
を
行
程
と
し
て
大

縦
列
む
つ
-
つ
て
違
法
す
る
乙
と
ゝ
怒
っ
た
｡
馬
車

一

義
に
馬
夫

一
人
､
馬
二
頭
乃
至
四
頭
も
荷
物
七
十
貰
位

積
載
｡

一
日
馬
車

〓
畳
の
馬
天
質
馬
粗
大
同
｡

熱

河

榊

准

(
邦
の
三
)

1[
縦
列
に
は
宵
姦
乃
至
苫
三
十
番
位
の
淡仰
馬
車
を
以

て
'
こ
れ
が

一
列
に
井
び
､
行
進
す
る
様
子
は
熱
河
飴

ま
っ
て
以
衆
の
偉
観
で
あ
っ
た
と
い
ふ
｡
乙
の
偉
大
壕

行
列
に
向
つ
て
襲
撃
し
て
食
料
等
を
奪
は
む
と
す
る
匪

賊
が
あ
る
た
め
に
骨
に
警
備
の
食
め
縦
列
監
視
の
兵
が

同
行
す
る
の
で
あ
る
｡
著
々
･9
番
行
中
rJ
の
荷
馬
革
の

荷
物
の
間
に
乗
せ
て
貰
っ
た
pJ
と
が
多
か
つ
ね
｡
恰
度

鼠
の
や
う
に
荷
物
と
共
に
淀
ば
れ
る
の
で
あ
る
｡

二

〇
､熟
河
の
織
道

本
年
初
め
事
夢
魔
生
以
前
に
於
で
は
熱
河
省
内
の
鉄

ペイ
ピ
ヤ
ウ

道
は
橡
に
錦
州
-

北

票

間

宮
二
十
粁
の
寒
山
線
北
禁
支

線
の

一
部
約
四
十
粁
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
｡
駄
子
の
交

通
運
輸
､
rJ
れ
は
熱
河
閑
静
の
た
め
は
第

1
は
考
慮
を

要
す
る
問
題
で
あ
る
｡
勿
論
､
大
縦
列
運
輸
の
如

き
費

用
の
莫
大
を
79
の
は
永
撤
す
べ
-
も
在

い
｡

溝
洲
閥
で
は
換
算
六
千
苗
圃
を
以
て
銭
道
敷
設
を
計

蓋
し
､
之
を
満
銭
に
請
負
は
し
め
た
O
溝
助
は
燭
州
は

銭
道
建
設
事
務
局
を
設
け
静
舷
の
計
毒
を
進
め
､
四
朴

票

七

四
九



地

球

姉
二
十
啓

に
は
S;
線
の
飛
和
測
量
を
終
了
し
､
.7.1:i:名
の
人
夫
を

使
役
し
て
政
役
を
l急

い
で
居
る
｡

:)1
Yイ
ィ
,tズ

北
禁
支
線
の
加

北番
:
子

輝
か
ら
胡
陽
に
44t
る
問
は
本

年
六
月
間
油
を
見
た
筈
で
あ
り

(
節
i･
1.4
.岡
)
､
湖
陵

妨
五
娩

栗
(

五

〇

よ
多

大
凌
河
を
遡
っ
て
太
平
房

･
糞
柏
轟
を
経
て
凌
源

に
載
る
約
宵
六
十
粁
は
本
年
中
に
開
池
の
背
で
あ
る
｡

凌
瀕
よ
か
平
泉
を
鍵
て
六
浦
に
至
み
南
方
を
注
射
し
て

永
徳
に
向
ふ
約
百
八
十
粁
は
昭
和
九
年
中
ーこ
完
成
の
汲

:jA一 十 ~TL lkl'1

工.I.Ji中 の i.,A河 の 幼 泣
く北ださ一縄跳閉 PL'iilI/LiI=･二;Jり

,Lh,'十 六 例

亦 峰 行 放 容 積

(錦州北大骨柄ff域にて)



‖-
ハー

足
'
韮
柏
藩
か
ら
変
喰
川
の
谷
を
姫
上
し
､
黒
水
を
線

で
赤
峰
に
向
ふ
宵
六
十
粁
は
昭
和
十
年
に
は
完
成
の
見

込
み
で
あ
る
0
線
路
は
全
部
四
択
入
吋
町
旗
動
､
枕
木

は
意
林
産
､
軌
候
は
八
幡
製
織
所
製
で
あ
る
｡

熱
河
事
鍵
の
御
蔭
で
熱
河
に
も
飛
行
運
輸
が
行
は
れ

る
櫨
に
な
っ
て
､
玉
造
文
化
の
恩
喋
が
奥
地
ほ
ま
で
及

ぶ
ほ
至
っ
た
r
Jと
は
慶
賀
に
堪

へ
沿
.
本
年
五
月
頃
に

は
勃
州
｡朝
陽
｡赤
峰
間
､
燭
州
｡朝
陽
･凌
沫

･
東
穂
間

を
隔
日
に

一
往
復
し
て
居
た
｡
陸
路

1
週
間
を
妥
す
る

郵
州
-
亦
峰
問
を

.i
時
間
牢
で
飛
ぶ
.
吾
々
資
源
調
査

班

一
行
も
郵
州
-
亦
峰
間
を
飛
行
機
で
運
弛
r
uれ
た
｡

第
十
六
園
は
郵
州
北
大
懲
飛
行
場
を
用
聴
､
亦
峰
に
向

は
打
と
す
る
と

き
旅
順
大
撃
小
倉
教
授

(朝
粥
1
櫛
の
資
抑

制
査
班
長
)
の
厚
意
は
よ
少
報
影
r
uれ
た
も
の
で
あ
る
.

筆
者
の
命
ぜ
ら
れ
た
る
鋸
産
資
源
調
査
は
こ
れ
か
ら
始

ま
る
の
で
あ
る
｡
(
完
)

熱
河
省
各
地
の
宜
博
文

鵬
洲
脚
拭
安
倍
難
業

熱
河
余
省
光
祐
Hi
造

熱
河
人
民
的
浦
洲
問

熱
比
婆

一
致
拙
誰
備
洲
図

熱
河
卒
相
浦
洲
卒

沌
洲
平
雨
氷
'F..a.叩

熟
省
此
後
押
測
仁
政
的
瓜
潜

熱
河
省
祢
不
許
和
郎
灘

努
力
建
設
新
熟
河

日
本
入
城
籍
援
助
非
侵
略

不
分
粍
族
之
略
域

打
成
五
族
称

一
族

北
怒
恰
加
藤
前
革

抑
紬
山
河
･付=
米
審

0
文
検
地
甥
科
預
憶
試
験
問
題

昭
利
八
舛
十
月
些
仰

二

光
の
各

軸
功
に
つ
き
例
を
十
筒
底
本
邦

に
探

り
て

北
ハの
砕
鉱
を
比

粍
諭
越
せ
よ

ィ
､
ト
ロ
イ
デ

(T

holoid
e
)

口
'
三
列
洲

(D
e
lt
a
)

〓
'
枇
卯
に
お
け
る
兼
礎

な
る吋
航
巡
河
の
政
治
紳
抑
他
州
的
忠
義
を

故
逃
せ
よ

三
､
･;C...f
州
粥
南
部
地
方

の
地
誌
を
述
べ
よ

熟

河

雛

槻

(
北
ハ
の
三
)

四
､
我
が
鯛
に
お
け
る
綿
花
兜
易
に
つ
き
て
述
べ
よ

五
'
左
の
郎
城
に
つ
き
て
述
べ
よ

ィ
､
淋
光
線

ロ
､
ア
フ
リ
カ
の
隊
商
絡

ハ
'
ポ
リ
ビ
ヤ
と
太
平
洋
と
の
地
絡
交
通
関
係

右

E
Z時
間

宗
九
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